
　大正9年（1920年）に創業し
た日本で最も古い時計ベルト
メーカーの㈱石国（東京都墨田
区、石田国久社長）は、古い伝統
を守り続けることは歴史ある企
業の使命の一つとし、常に時代
の流れを読み、チャレンジを続け
ることも伝統の一つと考える中
で、2020年に節目の100周年を
迎えた。
　そして当時、次の100年に向け
て石田社長が話していた、『「時計
ベルト」という商材を通じ、時計に
関係する皆様、時計メーカーやお
客様にしっかりと貢献していきた
いという想いを常に持ち続け、引き続き
世の中に対して継続的に責任を果たす
ことに邁進していくために、コーポレート
アイデンティティ（CI）を刷新。『日本一正
直な時計＋αのポータルカンパニー』と
の事業ビジョンを掲げ、これからの時代
を生き抜くために常に+αを考え、これ
からもお客様に満足して頂くために新た

な取り組みにも積極的に
チャレンジしていく』との
内容を形にしたのが、3
月10日にグランドオープ
ンした「石國商店 東京
ソラマチ店」だ。
　同社は、タカシマヤウ

オッチメゾン東京・日本橋をはじめ、百
貨店を中心に全国で時計修理とベル
トコーナーを担っているのと同時に、時
計に関するすべてのことを最初に相談
される企業を目指し、独自の時計店舗
として「ルミネ荻窪店」、「中野マルイ
店」、「国分寺マルイ店」、そして「東京ソ
ラマチ店」を展開している。

　これまでの東京ソラマチ店では腕時
計とクロックの販売、アフターサービ
ス、ベルト交換、メンテナンス関連商品
の販売など、時計全般について丁寧に
顧客のサポートを行ってきたが、グラン
ドオープン後には、時計ベルトメーカー
として創業した強みを前面に押し出し、
ベルトの交換と修理から時計製品を長
く楽しむことを提案する店舗として新た
な取り組みをはじめた。まさに+αの考
えで、時流を先取りプロフェッショナル
であり続けるためのチャレンジである。
　店内では確かな技術で素材と作りに
拘ったオリジナル時計ベルトの「クニス
タイン」をはじめ、裏赤が魅力の「ロコッ

テ」、バリエーショ
ン 豊 富 な「 ポ
ニー」を揃えるほ
か、稀少性の高
い弓釻（メタルベ
ルト）のオーダー
メイドやべっ甲、
K18製のハイス
テイタスなウォッ
チベルトも取り扱
い、ベルト交換の
楽しみを表現し
たディスプレイが
広がっている。
　その反対側に
は、時計ベルト交
換も楽しめる時
計ブランドとして

「CHRONOSWISS」、「NOMOS」、
「TISSOT」、「JUNGHANS」などを揃
えるほか、ヴィンテージウォッチや
ASTRON、SWATCHなども展開して
いる。これからの時計小売店に求めら
れる在り方のヒントになりそうだ。

　香港ジュエリーフェア（3月1日～5
日、主催：HKTDC）が終了した。最近
開催された国際ジュエリーフェアとして

は好調な集客が見られたが、価格帯の
上昇によってバイヤーの一部の取引に
は困難が生じていた。

　ダイヤモン
ド・ジュエリー
業界は、パンデ
ミック以来初と
なる３月の香港
国際ジュエリー

フェアに熱意と共に戻ってきた。
　出展者は、大勢の中国本土の
バイヤーがサプライヤーに会
い、商品を見て、価格をチェック

するためにフェアに訪れたと述
べ、しかし、混雑した会場にも関
わらず、実際の販売は期待したよ
りも少ないと伝えた。
　インドのサイトホルダーで研磨
メーカーであるファインスター・
ジュエリー＆ダイヤモンドのCOO
であるニレシュ・チャブリア氏は、
「人 は々（この香港フェアで）全てが

変わるだろうという大きな期待を持って
いましたが、市場が実際にそのムードに
なるには時間がかかります。スイッチを切
り替えるように簡単にはいきません。しか

し、一部の
人々にとって
今回のフェア
は非常に良
い結果にな
りました」と
述べた。
　 続 き は
Watch & -

6万人を超えるバイヤーで熱気あふれるも
香港での取引は限定的に
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　4月12日から開催される「山梨
ジュエリーフェア2023」まで残り
1か月を切りました。皆様、ご来場
のご準備はお済みでしょうか。
　山梨県外からご来場いただく
方々は、主要都市（東京駅、横浜
駅、新大阪駅、名古屋駅）から運
行する無料シャトルバスをご利
用いただくと便利です。また、電
車でご来県される方用に、甲府
駅と会場を繋ぐ循環バスをご用
意いたしております。遠距離の
シャトルバスにつきましては、お
席に限りがございますので、山梨
ジュエリーフェアのホームページ
からお早めにご予約ください。
　会場内では、共同主催者であ
る山梨県水晶宝飾協同組合に
所属する7人の名工たちが、各々
の技を実演します。国内の関係
者はもちろんのこと、海外から来
場するバイヤーにとっても、見ご
たえのある企画となること間違い
なしです。山梨が世界に誇る、普
段は目にすることのできない宝
石・貴金属加工技術をぜひ間近
でお楽しみください。
　4月13日には、国内宝飾業界
のリーディングカンパニーの一つ
である、クロスフォー社での工場

見学ツアーを実施いたします。ダ
ンシングストーンが世界中で大
ヒットした同社が、新たに「シル
キータッチテニスチェーン」を開
発しました。やわらかくなめらか
な質感で、世界最高基準のプレ
ス機で製造され、世界中で注目
されているチェーンの製造現場
をこの度初公開いたします。本企
画もお席に限りがございます。山
梨ジュエリーフェアのホームペー
ジからお早めにお申し込みくださ
い。
　香港貿易発展局主催の香港イ
ンターナショナルジュエリー
ショー2023が起爆剤となり、山
梨ジュエリーフェア2023への出
展問い合わせが増えました。日本
市場への参入を目標としている
海外企業も複数社出展します。
今年は、国内外合わせて総勢約
150社で、ご来場される皆様をお
迎えいたします。
　結びに、本展示会がきっかけ
となり、山梨ジュエリーの魅力が
世界中の方々に伝わること、国内
市場がさらに活性化していくこ
と、若手人材の育成に繋がること
を心より願っております。

山梨ジュエリーの全てが、ここにある
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